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研究成果の概要（和文）：21世紀においてグローバル化が進展するとともに、ポストナショナルな国際移民システムが
生まれ発展してきた。移民システムにはどのような相違があるのか。どのような結果を生産するのか。諸国家、社会集
団、移民などの関与したどのようなメカニズムで生じるのか。本研究は大きく見て２つのアプローチを採用した。第１
に、西側諸国との比較をしつつ、日本や韓国といったアジア諸国を非西側諸国の例として探求に加えた。次に、ハマー
=小井土=樽本モデルを導入して理論的に移民システムの発展を考察していった。本研究の結果、地球全土を視野に含め
たポストナショナルな移民市民権研究への道筋が立てられることになった。

研究成果の概要（英文）：As globalisation is accelerated, postnational migration systems have been emergent
 and developed in the globe. What differences migration systems hold, what outcome they produce, and throu
gh what mechanism they appear? Through what mechanism does it produce the migration system, with relating 
to the other states, social groups, migrants and the society? To address these questions, this research ta
kes two points. Firstly, with comparison to Western world, much less research has explored situations of m
igration in non-Western world. Asia is not an exception, although it has been remarkably shifting to multi
cultural societies. Secondly, a theoretical perspective is needed to examine the questions. With reference
 to a theoretical model, the Hammar=Koido=Tarumoto model (the HKT model), we approach mechanisms of develo
pment of migration systems. This exploration will lead us to comprehensive understanding emergence and dev
elopment of postnational migration systems all over the world.
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１．研究開始当初の背景 
 戦後国際人口移動の活発化の結果、先進
諸国へ異なる文化を持ったエスニック・マ
イノリティが移民として流入し、様々な社
会問題が生じている。それら諸問題は「国民
国家」という枠組みがどこまで有効なのかと
いう極めて切実な問いを提示している。し
かし、「国民国家という枠組みへの懐疑」が
具体的にいかなる問題なのかという点に関
しては、意外なほど明らかではない。 
この懐疑にはいまだ決着がついていない。
議論を進展させるためには新たな視角の導
入が望まれる時期にきている。 
 
２．研究の目的 
 「国際移民による国民国家への挑戦」論争
は、グローバルな環境の急激な変容のため
新たな視角からの検討を必要としている。
本研究は、国際比較の観点から移民に関わ
る市民権制度の変容を探究することを目指
す。具体的には以下の研究目的を設定する。
第１に、アジア諸国をとりあげ、欧米諸国
だけに限らない真の国際比較研究を行うこ
と。第２に、市民権制度の変容を社会的・
経済的・政治的諸要因によって理論的・実
証的に説明すること。 
 
３．研究の方法 
 市民権制度の変容を国際比較の方法によ
り探究するためには、次の４つの段階を踏
んだ。第１に、既存研究のサーべイを集中
的に実施し、ヨーロッパ諸国に対する理論
化が適切かどうかを批判的に検証する。第
２に、欧米諸国における近年の市民権制度
変容の状況をも把握し、実証的な適切性を
検証する。第３に、指アジア諸国における
市民権制度変容の状況を文献資料などを用
いて把握する。最後に、市民権制度を実証
的に説明するため、理論モデルをつくり歴
史社会学的な分析を実施する。 
 
４．研究成果 
 非西洋諸国として日本、韓国、台湾を取
り上げたところ、まず移民市民権政策に関
する西洋型システムとは非リベラルな市民
権付与を行うという異なる性質が見られる
ことがわかった。しかし、上記３か国間を
比較すると、相互の相違が浮かび上がって
きた。すなわち、韓国、日本、台湾の順に
移民市民権政策は発展を見せているのであ
る。この発展の差異を説明するため、経済
発展、移民・外国人流入、政権イデオロギ
ー、他国との関係を主要因として理論モデ
ルをつくりあげることができた。 
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